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【弊社概要】
• 中国に関わる各種調査分析、進出戦略⽴案、販路開拓・商談⽀援など

• 特に中国への新規参⼊系プロジェクト（調査〜戦略⽴案、販路開拓等）に強み

• ⽇本市場開拓に関わる市場調査、戦略⽴案、営業代⾏など

【⽀援項⽬】
• 各種調査︓ 政策、法規・規制、市場・業界動向、現地企業調査

• 戦略⽴案︓ 事業戦略、マーケ・販売戦略、アライアンス戦略

• 販路開拓︓ 有⼒顧客・代理店等の探索、チャネル開拓、斡旋、商談化⽀援

• 提携⽀援︓ 提携先・提携スキーム検討、提携先への打診・交渉⽀援

• 実務⽀援︓ 各種認証などの実務⽀援

弊社概要・⽀援項⽬
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【学歴】
• ⼤連理⼯⼤学 機械⼯学部 機械⾃動化専攻修了（⼯学学⼠）
• 筑波⼤学 システム情報⼯学研究院 知能機能システム専攻修了（⼯学修⼠）

【職歴】
• ⼤⼿⾃動⾞部品メーカー（商品開発部、⽣産技術部⾨）
商品の設計開発、⽣産設備、⽣産プロセス開発に従事。

• OA機器メーカー（中国事業推進、商品企画部⾨）
中国国家標準作成、認証取得、⽣産⼯場サポート、中国向け商品企画などに従事

• ⼤⼿コンサルティングファームを経て、同社を設⽴。

【経験業種・分野】
• ⼤⼿⾃動⾞、⾃動⾞部品、ゴム、電気機器、精密機器、OA機器、⼩売、IT企業の国内外市場調査分析、
新規事業創出、事業戦略⽴案、業務改⾰、M＆A、中国進出⽀援など数⼗件のプロジェクトを経験。

代表略歴︓呉 勝⿓（う しょうりゅう）
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中国事業進出における⼀般的な検討事項

5

クライアント様の中国市場進出において、「何」を、「誰」に、「どのように」展開していくかを
明確にし、中国事業戦略を⽴案する。

• 提供商品・サービス、提供価値
• 主要顧客、価格設定
• 販売チャネル、組織体制
• 中国進出における可能性の評価

①「何」を ②「誰」に ③どのように

• ターゲット顧客像、顧客ニーズ
• 購買習慣、アクセス⽅法
• 市場動向と特徴、市場規模
• 政策、法律法規、関連規制

• 事業展開ルート（⾃社、他社）
• 競合企業の調査分析
• 提携可能企業の探索

④事業戦略

• 中国進出における全体計画、マー
ケ・販売戦略、アライアンス戦略な
どの策定

• いつ、何を、どのように展開してい
くかの事業戦略の策定

⑤実務⽀援

• 中国の法律法規の確認
• 関連商品の中国認証の取得
• 提携先への打診、斡旋、交渉
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中国事業展開における⼀般的な検討ステップ
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内部環境分析、外部環境分析からターゲット顧客層を特定し、展開ルート及び中国事業戦略を検討
する必要がある。

国内事業の
現状把握

l 御社国内及び海外での事業展開詳細の把握（商品特徴、組織体制、主要顧客層、販売
ルート、サポート体制、今までの検討経緯詳細など）

l 中国事業展開の展望、事業判断における重点項⽬などについての整理
→ 御社商品・サービスの強みと弱みの把握

ターゲット顧客層
の確認

l 検討領域のトレンド、バリューチェーン、市場動向・特徴、重点企業、法律法規、関
連規制などの調査分析

l ターゲット顧客層の特定、顧客像及び詳細ニーズの分析
※必要に応じてアンケート調査、有識者ヒアリングを実施
→ ターゲット顧客層の特定

事業展開ルート
の設計

l 上記特定したターゲット顧客層に対して、どのようなルートで展開できそうか、展開
ルートの洗い出しと設計

l 競合企業の調査と分析、提携可能企業の探索と詳細調査
→ 販売ルートの策定と評価

中国事業戦略
の策定

l 上記調査分析の結果に基づき、御社中国進出における全体計画、マーケ・販売戦略、
アライアンス戦略などを含めた全体戦略の策定

→ 中国事業全体戦略の策定

→「何」を

→「誰」に

→どのように

→事業戦略

①

②

③

④

中国進出に向けた
実務⽀援

l 中国の関連政策・法律法規の確認、必要な認証の取得、提携先との提携⽅法・条件の
検討、有⼒候補企業への提携打診、交渉、実務⽀援

→ 中国進出における各種実務の⽀援
→実務⽀援⑤
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【実績A】⽇系⼤⼿通信会社の中国進出⽀援

⼤⼿通信会社への中国通信市場調査及びアライアンス戦略策定。
主な実施項⽬は以下。

■ 中国通信業界の市場環境調査
・中国通信業界のマクロ市場動向
・管轄政府機関、政策動向、標準化動向
・主要プレイヤー、バリューチェーン、資本提携関係

■ 中国某⼤⼿通信設備メーカーの動向調査
・企業の基本情報、売上推移、地域構成⽐
・商品特徴、技術動向、アライアンス動向
・海外展開の経緯、海外事業戦略
・中国政府との関係性、社内ガバナンス

■ 上記調査結果に基づき、中国メーカーとの連携可能性の検討
・連携⽅法、シナリオの検討
・中国政府規制の調査及び連携可能性の検討

7
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【実績B】⽇系医療サービス会社の中国進出⽀援

⽇系医療サービス会社への中国進出に向けたエンドユーザー調査と戦略策定。
主な実施項⽬は以下。

■ 中国主要都市の⾼所得層ユーザーのアンケート調査
・医療受診⾏為の⾏動特徴
・中国医療サービスへの満⾜度
・クライアント様提供医療サービスへの利⽤意向、価格、期待事項 等

■ 中国主要都市の⾼所得層ユーザーのインタビュー調査
・医療受診⾏為の⾏動特徴
・類似医療サービスの利⽤状況、満⾜度、感想
・クライアント様提供医療サービスへの利⽤意向、価格、期待事項などの深堀り

■ ターベット顧客層の特定と中国進出戦略の策定
・クライアント様のターゲット顧客層の特定
・中国事業進出に向けた戦略策定

8
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【実績C】⼯業⽤ソフトウェアベンダーの中国市場進出⽀援

⼯業⽤ソフトウェアベンダーの中国進出に向けた市場調査と戦略策定。
主な実施項⽬は以下。

■ 中国プラント・エネルギー・製造業の3次元検査計測市場の調査
・3Dスキャン・モデリング市場の提供サービス、ニーズの調査分析
・3Dスキャナーメーカー、3Dスキャンサービス提供者のリストアップ
・3D点群からのモデリング関連サービスへのニーズの分析

■ 中国プラント・設備メーカーの動向調査
・化学メーカー、発電所などのDX関連動向、課題、取組事例
・代表企業の取組や⽅向性の調査分析

■ 調査結果に基づいた、中国進出の可能性検討
・進出時のポジショニング、市場戦略、参⼊時期などの仮説⽴案

9
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【参考】過去調査レポート抜粋
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（A）中国標準管理体制

中国の標準、認可関係の管理監督部⾨は下記の通りとなり、国家標準化委員会が各標準化技術委員
会の標準策定、審査、承認、公布などの責任を負っている。

11

国務院

直属政府機関

国家標準化管理委員会
（SAC）

国家認証許可管理委員会
（CNCA）

国家市場監督管理総局

（SAMR）

• 標準化法律・法規の立案、改定の参加、方針・政策の立案、
規則の管理、関連制度の制定、法律法規と規則制度の実施

• 標準化事業発展計画の制定、国家標準の制定・改訂計画の
組織、調整、編纂

• 国家標準制定、改訂、国家標準の審査、承認、付番、公布
• 全国標準化技術委員会（TC）の関連業務の調整と管理
• 業界、地方標準化業務の調整と指導
• 中国代表としてISO、IECと他の国や地域の標準化組織に参
加し、ISO、IEC中国国家委員会の業務を組織

• 国家認証認可、安全品質許可、関連法律法規の作成、認証
認可の合格判定制度と規定の作成

• 国家強制認証の製品目録の策定、認証マークの発行、合格
判定プロセスの作成

• 認証認可機関及び従事者の認定認可と監督管理、認証認
可市場全体の統括管理

• 国際認証認可機関（IAF、PAC、IPC、ILAC、APLAC）及び標
準化組織（ISO、IECなど）との連携

標準策定管理機関 認可執行管理機関

出所︓ 各種情報より整理

SAM
PLE

政策調査
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（A）中国通信業界の基本構造

中国主要3キャリアは国有企業であり、形式上の競争関係である。主要3キャリアに加え、中国広
電は5G参⼊。

12

2018年
モバイル契約者︓ 3.0億
シェア︓約23%
売上︓ 3771億元
2021年40都市5G基地

国有資産
監督管理委員会

中国移動 中国電信 中国聯通

2018年
モバイル契約者︓7.1億
シェア︓約53%
売上︓7368億元
2019年50都市5G基地

中国移動代表楊傑
中国電信代表歴任

中国聯通代表王曉初
中国電信代表歴任

2016年戦略提携

中国鉄塔

出資、現在20.65%保有

出資、現在20.50%保有

出資、現在27.93%保有

基地局の建設と維持など

⼯業信息部

経営管理 通信業界全般の管理監督、許可発⾏

国務院

直属政府機関国務院特設直属機構

2018年
モバイル契約者︓3.2億
シェア︓約24%
売上︓ 2909億元
2021年40都市5G基地

中国広電
5G許可 5G許可 5G許可 5G許可

広電総局

直属政府機関

5G新規参⼊
4K8K放送、5G
とCATVの⼀体
化を発展させて
いく⽅針

出所︓ 各種情報より整理

SAM
PLE

業界構造
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（A）中国通信キャリア3社の主要提携関係

13

中国移動 中国電信 中国聯通

2019年 （中国移動国際）
アジア太平洋地域におけるIoTの
普及促進で提携

2018年
データ通信やチャネル、インフラ
業務、AIなどで提携

2019年
スマートホーム、クラウド、⾃動
運転、IoT、AIなどで提携

2018年
スマートシティ、スマートホーム
プラットフォームなどで提携

2018年
5Gエコシステム、スマート交通な
どで包括的提携

2019年
4K、8K動画配信、IoTなどで提携

2018年
データ通信、⾦融、チャネル、物
流などで提携

2018年 （中国移動⾹港）
5G関連総合ソリューションなどで
提携

2019年
FinTech、総合⾦融、通信などで
提携

2018年
クラウド、NFV、5G、AIなどで
提携

2018年
IoT、物流と関連ソリューション
などで提携

2018年
IoT向けマルチベンダ間eSIMソ
リューションを商⽤化

2019年
5G基地、ネット共通化などで提携

2019年
5Gデータローミング、クラウド、
IoT、AIなどで包括的提携

2019年
5G基地、ネット共通化などで提携

2019年
5G動画配信、エッチング計算など
で提携

2019年（中国電信広東）
5G基地局整備、5Gイノベーショ
ンなどで提携

2019年
5Gのスマートロジスティック、ス
マート交通などで提携

2018年
データ通信、⾦融、チャネル、
IoTなどで提携

2019年
5Gの⾃動運転、クラウド、ビッグ
データなどで提携

2019年
FinTech、通信などで提携

2019年
5G関連包括的提携

2017年〜
通信、クラウド、セキュリティ、
5G eスポーツで提携

2016年〜
ネットワーク、AI、ビッグデー
タ、IoTなどで提携

2017年〜
クラウド、セキュリティ、 ビッグ
データ、AIなどで提携

2019年
5G、IoTなどで提携

設備、デバイス IT、その他キャリア

2017年〜
EC、スマートホーム、クラウド、
IoTなどで包括的提携

2017年〜
基礎通信、クラウド、IoT、ス
マートデバイスなどで提携

2019年
5G、IoT、エッチング計算などで
提携

出所︓ 各種情報より整理

SAM
PLE

提携関係
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（A）中国電信とAT&Tの資本提携経緯

AT&Tは1993年から中国の電気通信マーケットへの参⼊を意識し、中国電信と接触し、2000年に
ようやく中国初の外資系ネットプロバイダーを設⽴した。当時、中国国務院、⼯業信息部、上海市
政府からサポートを受けた。

14

60% 25%

上海市信息投資股份有限公司
（地⽅政府設⽴の投資会社）

Ø 2001年、IPブロードバンドネットワークを使⽤して、上海浦東の多国籍企業に包括的
なグローバル通信サービスを提供

Ø 2002年正式開業以来、⾦融、航空、製造、物流等の業界において、300社以上のグロー
バル企業にサービスを提供してきた

Ø 2018年、中国情報通信研究員主催、三⼤基礎通信企業が理事を務める「中国越境デー
タ通信産業連盟」のメンバーになった

Ø 2019年、「2018-2019年度中国通信産業総合通信⾰新リード企業」⼤賞を受賞
Ø 政府主導の投資会社が資本を投⼊し、経営関与が強いと考える

15%

Ø 中国通信市場への進出Ø 技術の獲得
Ø 海外ネットワークの獲得

ネットワーク、IoTなどで戦略的提携

2017年6⽉

上海電信

SAM
PLE

資本構造
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（A）ファーウェイ社全体の組織構造

海外地域総裁、⼦会社の総裁レベルは中国から派遣、現地の管理モデルも中国本部モデル、本部の
意思決定のスピードを重視し、本部の企業⽂化を落とし込んでいると推測。
現地採⽤は中華系定住者も含まれており、中国語スピーカーが⼀定割合を占めていると考える。

15

本部

⼤地域責任者

上位管理職

海外⼦会社代表

⼀般従業員

管理職

17名の取締役、10名の監査役は全て中国⼈

⼤地域責任者は中国本部からの派遣或いは⼦会社代表からの昇進
経験者は本部取締役へ昇進したことがある

⼦会社上位管理職（CXO、EVP）は本部派遣の中国⼈が中⼼となり、⼀部
現地採⽤の管理職もいる

⼦会社のCEO、Presidentクラスは中国⼈

⼀般管理職（SVP、VP、D、Mなど）は中国⼈（現地採⽤含む）が多く、
現地⼈の登⽤もある

海外の⼀般従業員と管理職は2018年末時点で2.8万⼈、その内約70%は現
地採⽤

各組織の特徴組織構成

SAM
PLE

企業調査
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（A）ファーウェイの事業戦略の整理

ファーウェイは「あらゆる⼈、家庭、組織にデジタル化の価値を提供し、すべてがつながったイン
テリジェントな世界を実現する」とのビジョンの元で、ICTパートナーとして、製造メーカー、通
信事業者、ICTベンダー、アプリケーションソフト開発メーカー、研究所および政府機関が、広く
⼿を取り合い、共創していくと宣⾔している。

16

通信業務

コンシューマー

通信業者

全⽅位

1994〜

2003〜

2011〜

2017〜

2G

2C
2B

2T

2940億元

3489億元

744億元

XX億元
IC及
びイ
ンフ
ラ関
係

デジタ
ルプラ

ットフ
ォーム

と

エコシ
ステム

デジタ
ル化
とネッ
トワー

ク化

・コネクテッドカー
・スマートシティ
・スマートホーム
・スマート⼯場
・AI・IoT

・サーバー
・クラウドコンピューティング
・関連サービス

・スマートフォン
・スマートデバイスSAM
PLE

企業調査
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（B）調査⽬的と要求事項

【調査⽬的】
中国エンドユーザー（患者）を対象に、⽇本医師による遠隔診断サービスに対する意向調査

【調査対象者】
中国都市部に⽣活している中⾼所得層（世帯収⼊）
＊対象都市︓ 北京、上海、広州、⼤連

【調査⽅法】
Webアンケート調査
インタービュー調査

【サンプル数とサンプル要求】
●アンケート︓ 20サンプル x 4都市、計80サンプル

※収⼊要求︓ 世帯⽉収 25000元以上
※CT、MRI経験者（⾃⾝、家族）

●インタービュー︓ 1⼈ x 4都市、計4⼈
※収⼊要求︓ 世帯⽉収 25000元以上
※CT、MRI経験者（⾃⾝、家族）

【アンケート分析ポイント】
単項⽬分析とクロス分析にてユーザーの⾏動パターンと意向を確認する。

【インタービュー分析ポイント】
アンケートの調査結果を踏まえて、中国医師による読影サービスの詳細を確認した上、
⽇本医師による遠隔診断への意向を深ぼる。

17
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PLE

ユーザー調査



Strictly Private and Confidential

（B）アンケート調査分析ロジック

18

都市︓北京・上海・広州・⼤連 CT/MR検査歴あり⽉間世帯収⼊︓25,000元以上
性別 職業年齢 学歴

属性
経験

共通︓
個⼈︓ 検査場所 検査価格 データ持出

現地読影サービスに対する評価

不満 満⾜

セカンドオピニオン

知っている 知らない

利⽤歴あり 利⽤歴なし

⽇本⼈読影医による診断サービス利⽤について

利⽤したい

期待・条件（追加料⾦等）・利⽤場⾯（疾病）

条件付きで利⽤したい 利⽤しない

不満要因 満⾜要因

情報⼊⼿ルート

理由

良かった 良くなかった

満⾜要因 不満要因

共
通

ターゲット層、サービス要素・条件

ユーザー調査
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（B）アンケート結果サマリー①︓属性

19

2. 年齢
→20代〜40代に集中し、30代がもっとも多かった

4.現在の職業
→企業管理層と会社員が合わせて85％を占めた

5.学歴
→⼤学と修⼠学位の取得者が全体の97%を占めた

6.世帯⽉収
→ 回答者の8割以上は、世帯⽉収 25,000-44,999元に集中

SAM
PLE

ユーザー調査
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（B）アンケート結果サマリー②︓認知

20

12.国内読影医師のCT或いはMRIの検査報告の満⾜度
→国内医師による検査報告に対して全体的に満⾜している状況

15.セカンドオピニオンへの認知度
→約9割の⼈はセカンドオピニオンを知っている

16.セカンドオピニオンの利⽤経験
→約4割の回答者は利⽤経験がある

17.セカンドオピニオン利⽤の理由
→「別の先⽣に診断してもらいたい」は主要理由

SAM
PLE

ユーザー調査
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（B）アンケート結果サマリー③︓利⽤意向

21

19.⽇本⼈の読影医による遠隔読影サービス利⽤の意向
→ニーズは確実にあると⾔える

20.⽇本⼈の読影医による遠隔読影サービスの利⽤の理由
→⼤半は⽇本医師の評判、価格を重要視している
→海外医療ツアーより遠隔診断サービスを利⽤してもよい

22.⽇本⼈の読影医による遠隔読影サービスへの期待
→ ⾼い読影精度と詳しい解説レポートは最も期待されている

23.⽇本医師による遠隔読影サービスへの負担料⾦
→300元以下上乗せOKを中⼼となる正規分布の結果

SAM
PLE

ユーザー調査
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（B）ニーズの深層分析

今回の調査により特定できたターゲット顧客層は「⽇本⼈医師による読影サービス」を求めること
から、本質的には「⾼品質な医療サービス」を求めているのではないかとの仮説が⽴てられる。

22

ターゲット顧客像

⼤都市中⾼取得層
（⼆級都市⾼取得層）

重⼤疾病罹患時

医師の評判を重要視

読影精度、詳細解説、
治療プランへの期待が⾼い

いつ

重視事項

サービス
期待事項

どこの誰

重⼤疾病時、 1000元以上も
上乗せOK負担料⾦

⽇本⼈医師による
読影サービス

⾼品質な
医療サービス

表⾯上には・・

本質的には・・

今回の調査範囲

SAM
PLE

市場分析



Strictly Private and Confidential

（B）御社既存中国事業の全体像

23

今回の調査により、ターゲット顧客層は明確になった。今後、提供サービス、展開チャネル、マー
ケティングなどを策定しなければならないと考える。

クライアント様

ターゲット顧客層

⼤都市中⾼取得層
（⼆級都市⾼取得層）

重⼤疾病罹患時

医師の評判を重要視

読影精度、詳細解説、
治療プランへの期待が⾼い

独⾃にサービス提供︖

いつ

重視事項

サービス
期待事項

パートナー経由でサービス提供︖

病院︖医師︖

遠隔診断
プラットフォーム︖

撮影印刷サービス
提供者︖

その他

どこの誰

• 読影精度と詳細解説を売りに︖
• 重⼤疾病に特化したサービス︖
• 医師が選択可能なサービス︖
• 医師のレベルに価格変動あり︖
• 撮影部位や病状に価格変動あり︖

展開チャネル

サービス内容 マーケティング
• ⼤病院の医師にによる⼝頭宣伝︖
• 学術誌、雑誌などの紙媒体︖
• 病院病室に置く⼩冊⼦︖
• ネット広告︖SNS宣伝︖
• その他

今後策定する必要がある 今回の調査で明確になった

重⼤疾病時、 1000元以上も
上乗せOK負担料⾦

SAM
PLE
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産業⽤ソフトウェア（R&Dとしてのデザインソフトウェア、情報マネジメントシステム、⽣産コン
トロールシステム、組み込み型システム）の市場規模は成⻑しているものの、中国の市場成⻑率は
世界の3倍以上を維持しており、市場ポテンシャルが依然⾼い。

（億ドル） （億元）

世界の産業⽤ソフトの市場規模 中国の産業⽤ソフトの市場規模

出典︓ ⼯業と信息部統計資料
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出典︓ Gartner統計資料

（C）中国産業⽤ソフトウェアの市場概況 市場調査
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中国GDPの世界⽐率に対して、IT産業は⼤きく遅れており、産業ポテンシャルは⼤きいと⾔える。
近年、企業のIT投⼊が増えたことにより、SaaS市場は爆発的に増加し、SaaSは産業⽤ソフト市
場に占める割合も年々増加している。管理意識と正規品利⽤率の向上が原因と考えられる。

（億元）

中国GDPとIT⽀出の世界⽐率 中国企業⽤SaaSの市場規模

出典︓ iReserch調査レポート
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出典︓ Gartner、IMF、iReserch関連資料

「IT⽀出」に含まれるもの
• サーバー、ストレージ、ネットワークなどのインフラ⽀出
• ERP、CRM、SCM、CADなどのソフトウェア⽀出
• コンサルティング、実装、外注などのIT関連サービス

（C）中国IT⽀出とSaaS市場動向 市場調査

SAM
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（C）⽇中間市場環境の違い（定性的）
両国の⼯場を⽐較し、下記の違いが⾒られた。
既存⼯場のメンテナンスに⽇本ほどニーズが⾼いとは⾔えないが、⺟数が⼤きいため⼀定の市場が
あると推測する。

26

製造⼯場の
状況

• 築20年以上の古い⼯場が多い
• 作業効率が⾼い
• スペースが狭い
• ⼈件費が⾼い
• ⾒栄えより実⽤性を重要視する

⼯場新設の
動向

• ⼟地に限りがあり、既存アセットの活⽤を追求し、
⼯場の新設は積極的ではない

• ⼯場建設の投資費⽤が⾼い
• ⼯場の建物と設備の耐久性が⾮常に良い

メンテナンスの
考え⽅

• 中⻑期的な効率化を徹底的に追求し、可能な限りス
ペースなどの無駄を排除したい

• 既存⼯場のメンテナンスは念⼊りに事前検討し、慎
重に実施する

コスト・資本効率
への意識

• できるだけ既存⼯場を活⽤する
• スピードより、⻑期的な資本効率を重要視する

• 築20年未満の新しい⼯場が多い
• 作業効率が⾼くない
• スペースが広い
• ⼈件費が相対的に安い
• 実⽤性より⾒栄えを重要視する

• ⼟地が広く、国家、省、市、区の補助⾦を活⽤し、
⼯場の新設は積極的である

• ⼯場建設の投資費⽤が低い
• ⼯場の建物と設備の耐久性が良くない

• 短期的な効率化を追求し、スペースなどの無駄が
あっても無視されることがよくある

• 既存⼯場のメンテナンスはスピードを重要視し、迅
速的に実施する

• できるだけ新設⼯場の可能性を模索する
• 資本効率より、⽬先のスピードを重要視する

⽇本 中国

市場分析

SAM
PLE
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ハイアールカオス社は、2017年⼤⼿家電メーカーハイアールからスピンアウト
した、⼯業⽤IoTプラットフォームを提供している会社である。

27

https://www.cosmoplat.com/会社HP

ハイアールのライトハウス⼯場をはじめ、製造業の⼤型⼯場向けのIoTプラットフォームを提供して
いる。製品設計、購買、製造、物流、顧客体験などのデータを⼀括に管理でき、⼤規模なカス
タマイズも対応可能。COSMOPlatは⼯業ネットワーク標準体系に選ばれた。

ビジネス概要

本社所在地

創業

従業員数

上場

売上⾼

⼭東省⻘島市

2017年

100-199⼈

⾮上場
2021年シリーズB 10億元融資

⾮公開

家電、⾃動⾞、消費財、エネルギー、⾦属などの産業で、ハイアール、⻘島ビールなど6万社以
上の顧客にサービスを提供している。２カ所がライトハウス⼯場と認定され、約790件の知的財
産権を保有し、約20カ国に提供し、グローバル的にインダストリアル・インターネットのベストプラク
ティスを展開している。

主要顧客

Haier Kaos Wulian Ecological Technology Co., Ltd.会社名英語会社名 海尔卡奥斯物联⽣态科技

サービス事例商品ラインナップ

会社概要

産業、公共サービス、⺠⽣を含めたCOSOMOPlatのエコシステム

（C）海尔卡奥斯物联⽣态科技（ハイアールカオス） 企業分析

SAM
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（C）海尔卡奥斯物联⽣态科技（ハイアールカオス）
ハイアールは「⼈単合⼀」（Rendanheyi=Integrating order with personnel）の理念を提唱。
「⼈」は⼈材・従業員を、「単」は顧客からのオーダーを意味しており、⼈材と注⽂を統合させる
理念となる。数⼗年をかけて、①デジタル化アップグレード、②コネクテッド⼯場、③ライトハウ
ス⼯場、④COSMOPlatエコシステムといった道を歩んできた。

28https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/techblog/sbc/china/20210526/

→既にライトハウスの次を狙っている

企業分析

SAM
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（C）海尔卡奥斯物联⽣态科技（ハイアールカオス）
COSMOPlatは、エッジ側も含めてIaaS、PaaS、SaaSから構成されており、レイヤーごとに共通
モジュール、中核モジュール、サービスツール、カスタマイズアプリ・APIなどを提供している。

29https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/techblog/sbc/china/20210526/

企業分析
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（C）有識者ヒアリング①
中国製造メーカーの⼯場管理やDXのリアルを理解するために、中国の乗⽤⾞メーカー、商⽤⾞メ
ーカー、重⼯メーカーの⼯程設計と保全を⻑年経験しているX XX⽒にヒアリングした。⽣産設備
のフロント側のDXが進んでいるが、メンテナンス等のバック側のDX化は遅れている状況。

30

プロフィール ヒアリング結果概要

• 中国国内にある⼀定規模以上の⼯場の中で、PLM、MES、
MOM、ERPなどのシステムは既に導⼊されている状況である。特
に⾃動⾞⼯場、重⼯業の中では既に定着している。

• 数年前まで、各システムはスタンドアローンだったが、現在は基本
ネットワークに接続している状況である。三⼀重⼯の北京⼯場は
最も進んでいる。

• ⽣産設備のフロント側への投⼊が⾼く、本⽥汽⾞はもちろん、バス
メーカーも三⼀重⼯もほぼ全ての⽣産設備はネットワークに繋がっ
ており、DXがかなり進んでいる状況。

• ⽣産設備の補修・メンテナンスなどのバック側への投⼊が低く、メン
テナンス管理記録、取扱説明書、図⾯、操作⼿順書などはばらば
らで管理している状況。設備⼊荷時に紙の取説や⼿順書もある。

• 広州本⽥にいた時に、設備保全管理は２つのシステムにて管理して
いた。１つは外部監査⽤、もう１つは内部管理⽤。外部監査⽤の
システムに設備の故障・メンテ履歴はあまり多く登録していなかった。
外部監査時に全ての故障・メンテ履歴を説明しなければならないとの
煩雑な業務から解放する⽬的だった。

• 内部ではシステムではなく、保全計画、メンテ履歴、設備関連資料
は全てローカルサーバーに保存していた。エクセルの活⽤もあったが、
⼀元管理できていなかった。

• ⾃動⾞や重⼯業より、設備そのものを重要視されている発電、化
⼯メーカーなどは⽣産設備のバック側への投⼊が⾼いと推測する

⽒名︓XXX

【在籍中】
• 三⼀重⼯
SANY HEAVY INDUSTRY CO., LTD.
https://www.sanygroup.com/
世界で3番⽬に⼤きい建機メーカー
建設およびエンジニアリング機器や関連部品を製造・販売する。コン
クリートミキサー⾞、クレーン⾞、ロードローラー、舗装機械、ショベル
カー、その他関連製品を⼿掛ける。

• ⻑沙本部のミキサー⾞製造部 ⼯程設計責任者

【職歴】
• 広汽本⽥汽⾞

→広州汽⾞とホンダの合弁会社
乗⽤⾞⽣産⼯程設計と設備保全を約10年間従事

• 鄭州宇通客⾞
→中国バスなど商⽤⾞トップメーカー
バス⽣産⼯程設計を約3年間従事

ヒアリング

SAM
PLE

https://www.sanygroup.com/


Strictly Private and Confidential

（C）有識者ヒアリング②
中国第⼀汽⾞集団からスピンアウトした啓明信息技術株式会社のインテリジェントネットワーク商品部総経
理のX XX⽒に、国内⼯場DX化の状況についてヒアリングした。 製造のフロント側への投資は重要視されており
、保全やメンテナンスのバック側への投資意欲は⾼いとはいえない状況。

31

• 第⼀汽⾞の⼯場を例にすると、現在⼯場にある⽣産設備はほぼ全
てネットワークに繋がっている。近年、スマートファクトリーの概念が浸
透し、予算がある⾃動⾞⼯場ではMES、MOMなどのシステムは
広く活⽤されている。

• 第⼀汽⾞の管理システムは、ドイツ系（フォルクスワーゲンなど）のも
のをベースにし、管理・設計思想を模倣して各種管理システムを開
発したものである。

• 設備の図⾯、電気系統図、取扱説明書、⼿順書などは⼯場の
PDMシステムに保管されているケースが多い。古い設備は紙の資
料が多かったが、新しい設備はほぼ電⼦データ。メンテナンス履歴は
PDMに保管しなく、保全部署が独⾃で管理するケースが多い。

• 国内ベンダーが開発したシステムは⼤⼿外資系のものと⽐較すると
劣っている部分があるが、表機能は⼤差はない。ソフトの信頼性、
機能の細部はまだ⼗分ではないところが多い。但し、国産ソフトはシ
ステム構築の価格やカスタマイズのスピードに優位性がある。

• ローエンドは国産、ハイエンドは海外ソフトが多いが、国産ソフトベ
ンダーはハイエンドへ⾷い込んでいる。近年、国内ベンダーはSaaS
、PaaSの傾向がある。

• ⼯場管理のプラットフォーム化は今後のトレンドと考える。但し、製造
のフロント側への投資は重要視されており、保全やメンテナンスのバ
ック側への投資意欲は⾼いとは⾔えない。各種データの⼀元管理
の必要性があり、成⻑領域だと思う。

⽒名︓XXX

【在籍中】
• 啓明信息技術株式会社

QiMing Information Technology Co., Ltd.
http://www.qm.cn/
前⾝は中国第⼀汽⾞集団の情報管理部、2000年にスピンアウト
し、2008年に上場。
現在、企業の基幹システム（ERP）、設計開発、⽣産管理（
MES）、物流管理（LES）、顧客管理（CRM）、ディーラー管
理（DMS）⾞載ネットワークなどシステム開発と運営を主事業とし
ている。

• インテリジェントネットワーク商品部総経理
⼤型⼯場（特に第⼀汽⾞）向けネットワーク、スマートファクトリー
関連の商品とソリューションの提供を担当

プロフィール ヒアリング結果概要

ヒアリング

SAM
PLE

http://www.qm.cn/


Strictly Private and Confidential

（C）中国製造⼯場のDX化現状の考察（1/2）
中国製造⼯場をDXの進み具合で「超先端⼯場」「先進⼯場」「⼀般⼯場」の3つのセグメントに分
けることが可能と考える。
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超先端⼯場
（ライトハウス⼯場）

先進⼯場
（部分的な⾃動化・DX化）

⼀般⼯場
（⾃動化・DX化は限定的）

企業構成

• 国家重点企業（宝⼭鋼鉄
など）

• 巨⼤企業集団（ハイアール、
美的、富⼠康など）

※企業は限定されている

• 電⼒、⽯油、化⼯などのエネ
ルギー関連プラント

• ⾃動⾞、家電、電⼦機器、
産業機械、消費財、⾷品加
⼯などの⼤型⼯場

※⼀定規模以上、⾃動化設備
が多く設置される企業

• ⼩型家電や⽇⽤品などの⼩
中規模⼯場

• 各産業⽤部品メーカー
※設備の⾃動化が難しく、規
模が⼩さい⼯場

主要特徴
• 資⾦潤沢
• 政府補助⾦あり
• 設備投資や管理意識が⾼い
• フロントとバックの両⽅を重視
• ⻑期的な投資回収
• モデル⼯場を作る意向が強い

• ⼀定の資⾦⼒
• 政府補助⾦が⾼くない
• 設備投資や管理意識が⾼い
が、資⾦の制限がある

• バックよりフロントへの投資が
⼤きい

• 短中期的な投資回収

• 資⾦⼒が不⾜
• 政府補助⾦なし
• 設備投資や管理意識が低い
• 設備より「⼈」を重要視
• 短期的な投資回収

増加傾向(?)

DXレベル⾼
ベンダー

海外
ベンダー/
国内トップ
ベンダー

国内
ベンダー

ボリュームゾーン
競争が激しい

空⽩市場

DXレベル低

浸透
発展

市場分析
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Strictly Private and Confidential

（C）中国製造⼯場のDX化現状の考察（2/2）
⽣産フロント側のDX化は既に成⻑期に⼊っており、競争が激化している状況。⽣産バック側のDX
化は少し遅れており、今後成⻑期に⼊ると予測している。
啓蒙期においては、市場は形成されていなく、課題への認知度は低く、市場の打開に苦戦すること
があるが、先⾏者利益を得られるメリットがあると考えられる。
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成⻑期 探索期啓蒙期 安定期

⽣産フロント
• ⽣産設備のIoT関連、セン
シング、ネットワーク管理など

• MES、MOM、PDMなどの⽣
産管理システム

⽣産バック
• 設備の保全・修繕管理シス
テム全般（図⾯、⽂書、取
説、⼿順書、保全計画、修
繕履歴など）

• ⽣産フロント側への意識が⾼く、投資額も⾼い
• IoTの概念が浸透し、MES、MOMなどの⽣産管理シ
ステムは広く活⽤されている

• ライトハウス⼯場は最先端まで⾏っている
• 市場ボリュームが⼤きく、競争が激化しており、今後
更なる成⻑が予測される

• ⽣産フロント側に⽐べ、課題は潜在している
• 各種データはまだバラバラで管理されているが、課題へ
の認知度は今後⾼まっていくと予測

• 市場ボリュームは⼤きいとは⾔いきれないが、今後成
⻑期に⼊り、競争が激しくなると予測

参⼊︖ 参⼊︖ 参⼊なし

成⻑期に⼊る︖

安定期に⼊るか︖

課題が顕在化
利益に直結しやすい
改善意識が⾼い

課題が潜在化
利益に直結しにくい
改善意識が低い

市場分析

SAM
PLE



資料内容につき禁無断複製・転載

株式会社Biz-Part 
東京都中央区京橋1-1-5 セントラルビル2F
TEL︓03-6823-5860
Mail︓info@biz-part.com


